
山形県西川町

「地域連携・地域貢献」記念シンポジウム



人口5,000人弱の自然豊かな三山信仰で栄えた町

山形県西川町



■ 2001年 財務省

■ 2006年 金融庁

■ 2008年 財務省

■ 2018年 金融庁

■ 2019年 金融庁

■ 2020年 環境省 兼 金融庁

■ 2021年 内閣府 地方創生推進室

■ 2021年 内閣官房 デジタル田園事務局

■ 2022年 山形県西川町 町長

西川町総合開発㈱社長、

                観光協会副会長等

本業＝公務員 部活＝あきんど

➊公務員（管理者、実務者）、➋政治家、➌民間（経営者、プレイヤー、イノベーター）

Work Design Lab

ちいきん会

ETIC

北上市

地域商社

2011.3 東日本大震災



ちいきん会



ちいきん会

一生で出会う人は、2,000人と言われています。



北上更木ふるさと興社

▲桑を活かしたい
▲おかあさんコミュニティから稼ぎたい
▲空き家の活用



農水省農山漁村振興交付金（山村活性化） ３年1050万円フル補助

農家×市 民間×学×地域 地域×複業人材
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地方創生

首長の使命

首 長

勝つには？

公平性 競争

安 定 勝ち組に

名誉職 経営者

明確な戦略挑戦！

首長に求められること

10年前の地方創生政策より、アイデア勝負の競争前提
1,800自治体が、1,800億円を取り合う時代！

産学官金巻き込み力





１．町政運営の前提となる方針

➊ 情報共有でき、まとめる能力のある職員

➋ 何事も積極的な職員

➌ 財源確保と目的達成を意識して事業遂行できる

➍ 事務能力の長けた職員

➎ 共感を呼べる（巻き込める）職員

❻ 町民との対話に積極的な職員

❼ 外の人も大事にする職員

人事面での戦略の徹底 課長補佐への昇格のポイント



１．町政運営の前提となる方針デジタル田園都市交付金を使いこなす必要条件

❶課題の解像度

❷民とのつながり

❸面としての取組

❹総合計画・関係人口

＝地域課題

＝官民連携

＝地方創生

＝戦略

対話

積極姿勢

情報共有

情報共有

デジ田要件 人事方針
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都道府県“寛容性”ランキング

都道府県
寛容性
総合指標

女性の
生き方

家族の
あり方

若者信頼
少数派
包摂

個人主義
変化の
受容

東京都 １ １ １ ２ １ １ １

神奈川県 ２ ２ ２ １ ２ ２ ２

大阪府 ３ ３ ４ ４ ４ ３ ３

千葉県 ４ ４ ３ ２ ５ ４ ４

埼玉県 ５ ７ ４ ５ ６ ５ ８

～

青森県 43 42 37 45 41 38 45

山形県 44 34 42 43 45 45 44

富山県 45 45 47 41 44 44 42

秋田県 46 47 44 47 46 46 45

島根県 47 46 46 45 42 47 47

出典「地方創生のファクターX 寛容と幸福の地方論（LIFULL HOME’S総研）」



出典「地方創生の希望格差 寛容と幸福の地方論Part3（LIFULL HOME’S総研）」

都道府県“地域の希望”ランキング



“寛容性”と“地域の希望”の関係性

寛容性

政治・行政への
関心・信頼

ロールモデルの
存在

地域の固有性

ひとの動き

まちの動き

社会の動き

地域の希望

シビックプライド

地域への
コミットメント

挑戦意欲

定住意向

出典「地方創生の希望格差 寛容と幸福の地方論Part3（LIFULL HOME’S総研）」

寛容性から幸福度へ向かう因果の影響度（数値省略）



“地域の希望”と人口増減率の相関関係

西川町

低い← 地域への希望 →高い



建設費

4 億円

デジタル田園

2 億円

地方債

1.4 億円

町 0.6 億円

にしかわイノベーションハブＴＲＡＳ



地区を超えて、世代を超えてごちゃまぜ交流促進
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西川町の人口動態
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事や収入

人間関係や地域コミュニティ

買物や公共交通等の利便性

医療・福祉施設

移住賃金の不足

子育て・教育環境

その他

まだ具体的に検討していない

特にない

わからない
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0% 10% 20% 30% 40%

人口密度が低く自然豊かな

環境に魅力を感じたため

テレワークによって地方でも

同様に働けると感じたため

感染症と関係ない理由

ライフスタイルを都市部での仕事重視から、

地方での生活重視に変えたいため

買物・教育・医療等がオンラインによって

同様にできると感じたため

現在地の感染症リスクが気になるため

テレビやネット等で地方移住に関する

情報を見て興味を持ったため

感染症を契機に将来のライフプランを考え直したため

感染症を契機に地元に帰りたいと感じたため

その他

2020年12月 2021年4-5月 2021年9-10月

なぜ、若者をターゲットにするのか？

（出典）デジタル田園国家構想実現会議事務局
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■地方移住への関心（東京圏在住者）

23

20代

全世代

地方移住への関心理由

地方移住への懸念

明確な戦略 若者の移住（←関係人口←観光）



若者/リッチ層 × 首都圏/仙台圏

若者層 リッチ層

地方へ移住関心高い ２拠点居住 ２拠点居住 観光客

協力隊の対象 経済効果/ふるさと納税 協力隊の対象 ―

観光客の誘客

三大首都圏 仙台圏



西川町のターゲット（若者・リッチ層）を関係人口への取込策

若 者

富裕者

温泉ガストロノミー 【２回/年×５年】

どこでもサウナ【永久】 AI謎解き 【１本/年×５年】

デジタル住民票NFT 【４回/年発行×５年】

メタバース観光 【１本/年×５年】

小学・保育まるごと留学 【2回×5年】

Sea to Summit 【１回×5年】

リ

ア

ル

仮
想
空
間

25

リッチ層と若者が重なる領域



１．町政運営の前提となる方針予算面の戦略の徹底



西川町が選ばれるために → つながりたい！

目 的 企業から金・人・情報の提供

背 景

町民が幸せに暮らす

民間企業が連携したい市町村は？ 「経済産業省調べ」



つなぐ課→目的：課題解像度高く、関係人口・企業連携



１．町政運営の前提となる方針

とにかく行く
めんどくさいこと言わなさそうな

職員・地域の方とつながる

１．町政運営の前提となる方針どうつながるか？？
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関係人口（西川ファン）の増加

228人 8,487人

令和４年度 令和５年度

主な内訳（令和５年度末時点）

オープンチャット

1,700人

デジタル住民

666人

地域おこし協力隊インターン

56 人

SNS登録者

4,924人

※ふるさと納税寄附者 20,000人を除く



地域おこし協力隊インターン制度概要
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国の制度×民間サービス→効果的・効率的な若者移住推進

板塀の塗装作業 つながるクーポン設定の補助

農作業の手伝い シェアハウスでの共同生活

地域おこし協力隊インターンの年齢内訳

※令和６年10月９日時点

20歳代

72.7%

30歳代

9.1%

40歳代

6.1%

60歳代

6.1%

その他

6.0%

n=99





通常の民間サービスによる地方創生・若者移住仕組み

町 内町 外

役務の提供

業務委託・対価の支払い

エントリー 報酬

インターン
（都市部の若者） 企 業



西川町における地方創生・若者移住仕組み

町 内町 外

役務の提供

業務委託・対価の支払い

エントリー

報酬

インターン
（都市部の若者） 企 業

西川町総合開発

特別交付税

12,000円/人・日
西川町国

12,000円/人・日

6,000円/人・日

2,000円/人・日

2,000円/人・日

手数料等



西川町における地方創生・若者移住仕組み（発展形）

町 内町 外

役務の提供

業務委託・対価の支払い

エントリー

報酬

インターン
（都市部の若者） 企 業

西川町総合開発

特別交付税

12,000円/人・日
西川町国

12,000円/人・日

6,000円/人・日

4,000円/人・日



国の制度×民間サービス→効果的・効率的な若者移住推進

目 的

関係人口を移住に 若い労働者の確保 町民の寛容性向上

特 徴

HPだけでなく、「おてつたび」で募集

町負担、企業負担ゼロ（全額特別交付税）

町民の困りごとに幅広く対応

隊員はシェアハウスで共同生活

隊員交流会に町長・副町長が参加

つなぐ課・総合開発がコーディネート

成 果

延べ活動日数

2500日超 146人 20.2％ ７人

延べ隊員数 リピート率 移住者数



山形県西川町 NFTデジタル住民交流メタバース - YOUTUBE

デジタル住民票 市場 1,000円→3,000円

https://www.youtube.com/watch?v=3uZW_Js6GFk&t=8s


１．町政運営の前提となる方針

行 政 個人（職員・若手）

挑 戦

寛容性

１．町政運営の前提となる方針これからの地方創生のポイント

つながり

体 験







１．町政運営の前提となる方針

人生は継続と展開だ！

１．町政運営の前提となる方針ご清聴ありがとうございます
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